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1

団体の名称 №１００１　宮城県美田園高等学校

申請概要

本校地歴・公民科主催「地域見学会」の実施
【目的】①地域見学での集団行動を通して， 生徒相互の交流と親睦を図る。 ②地域の施設見学や体
験学習に より身近な地域の歴史， 文化， 産業等について学び， 自らの情報や視野を広げる機会と
する。 以上2点を目的として， 全校生徒に参加を募り， 大型バスを貸し切り， 総勢25名で「地域
見学会」を実施した。
【内容】①わくや万葉の里太平ろまん館で、古代の砂金採りに思いを寄せて、涌谷砂金の歴史を理解
した（約90分）
 ②涌谷町　岳山山頂　峯寺を見学し、古代の歴史を理解した （約20分）
地形図を利用し、帰りのバスの車窓から観察した

支援内容
(地図)

1/2.5万地形図「涌谷」、1/5万地形図「涌谷」（各35枚）計70枚

2

団体の名称 №１００２　成田国際高等学校

申請概要
「持続可能な地域像の研究」の単元における地形図の活用
３年普通科理系「地理探究」及び３年国際科「地理研究」の「持続可能な地域像の探究」の授業にお
いて、学校周辺地域の地理的特色について調べた。

支援内容
(地図)

1/2.5万地形図「成田」「海津」「沼田」「所沢」（各25枚）　計100枚

3

団体の名称 №１００８ 杉並区立阿佐ヶ谷中学校

申請概要

①修学旅行事前学習
　京都地域の文化的・自然的特性を地形図から把握し、現地での行動計画に役立てた。
　・ホテルから主要な史跡・名称までの距離の算出
　・史跡・名称の標高
　・京都の地形の特徴の読み取り

支援内容
(地図)

1/2.5万地形図「京都東南部」　100枚

4

団体の名称 №１００９ 長崎県立北松西高等学校

申請概要

①小値賀島の地形的な特徴と防災について学ぼう
　１学期：学校所在地である小値賀島について、島の地形概要、地形性の判読、断面図作成、現地
　　　　　調査を実施する。
　３学期：防災に関して、自然災害の危険性の判別と自宅から避難所までの避難ルートを策定する。

支援内容
(地図)

1/2.5万地形図「小値賀島」　25枚

5

団体の名称 №１０１０ 千葉県立柏高等学校

申請概要

①「地理探究」地形、防災、その他の単元
　　千葉県、県北西部、学校周辺、生徒の居住地域における地形とその成り立ちを詳細に分析するた
　　めに、体育　館にて下図を並べ、千葉県（1/5万）及びその北西部（1/2.5万）を俯瞰した。その
　　うえで、地理院地図や今昔マップ等のweb地図と比較し、地域の変容に気付かせるとともに、
　　千葉県、あるいは県北西部の産業のありかたなどについても考察を深めた。
②「地理総合」生活圏の諸課題と地域調査
　　学校周辺、生徒の居住地域における地形とその成り立ちを観察し、実際に地域調査を行い、
　　社会課題を見出す。その際に、一人一枚配付の紙地図と地理院地図や今昔マップ等のweb地図を
　　比較することで、地域の変容に気付かせるとともに、自然災害のリスクについて考えさせた。

支援内容
(地図)

1/5万地形図「水海道」「野田」「龍ヶ崎」「佐原」「潮来」「東京東北部」「佐倉」「成田」
「八日市場」「銚子」「千葉」「東金」「木戸」「木更津」「姉崎」「茂原」「富津」「大多喜」
「上総大原」「那古」「勝浦」「館山」「鴨川」 （各1枚）計23枚
1/2.5万地形図「下総境」「宝珠花」「水海道」「谷田部」「土浦」「野田市」「守谷」「藤代」
「牛久」「江戸崎」「越谷」「取手」「龍ヶ崎」「下総滑川」「佐原西部」「佐原東部」「草加」
「松戸」「白井」「小林」「成田」「成田国際空港」「船橋」「習志野」「佐倉」「酒々井」
「浦安」「千葉西部」「千葉東部」 （各1枚）計29枚　　「流山」 　41枚　　　合計93枚

6

団体の名称 №１０１１ つくば市教育研究会社会科教育研究部

支援申請の概要
①教員の能力向上
　　つくば市内の小中学校の社会科担当教員に対し、研究会（研修会）を開催し、地形図の基本等
　　を学び、教員各自の能力の向上を図り、地図を活用した授業の進め方について、研究を行う。

支援申請(物品) 1/20万地形図「水戸」　　　1/2.5万地形図「上郷」 （各50枚）計100枚

２０２４年度　研究活動等支援申請調書　
 (支援が決定した団体のうち５万円を越える申請があった団体ならびに地形図支援を申請した団体)



２０２４年度　研究活動等支援申請調書　
 (支援が決定した団体のうち５万円を越える申請があった団体ならびに地形図支援を申請した団体)

7

団体の名称 №１０１２ 法政大学中学高等学校

申請概要

①地図を活用する授業等
　　図書館プロジェクトに参加して、学校周辺地域の地形図原本を配備した。しかし実際の授業で
　　は、その地形図は保管資料であるために、生徒が情報を書き込んで授業をすることは不可能で
　　ある。コピーではなく、本物の地形図を１人１枚配布し、それに書き込み、生徒個人がオリジ
　　ナルの地形図を作り上げていくような授業を展開した。図書館プロジェクトのフォローアップ
　　においてヒアリングを受けたが、専門家から、「２つの制度をうまく利用し、有意義な授業が
　　展開されたと思う。今後も地形図等を有効に活用し、よりよい授業展開ができるよう研鑽し
　　てほしい」といったコメントをいただいた。

支援内容
(地図)

1/2.5万地形図「東京首部」「赤羽」「所沢」「立川」「八王子」（各2枚）計10枚　　「川崎」4枚
「草加」「武蔵府中」（各3枚）計6枚　　「溝口」7枚　　「東京西部」「東京西南部」（各8枚）計
16枚　　「吉祥寺」10枚　「原町田」12枚　　「神戸首部」35枚　　　　　　　　合計100枚

8

団体の名称 №１０１３ つくば市立みどりの南小学校

申請概要

地図を活用する授業等
　　①第３学年社会科「市のうつりかわり」の単元において、「研究学園都市建設 ―科学万博開
　　　催― つくばエクスプレス開通」の前後で土地の使われ方がどのように推移したかを調べる
　　　ため。
　　②４枚の地図を貼り付けて１枚のつくば市の地図にし、児童に提示した。春日の地図センター
　　　からいただいた「明治前期」「昭和４０年」「昭和６０年」「平成１３年」の地図と現在の
　　　地図を比較して、交通の発達、市街地の増加を調べた。

支援内容
(地図)

1/2.5万地形図「土浦」「上郷」「常陸藤沢」（各１枚） 計3枚　　「谷田部」40枚　　　　　合計
43枚

9

団体の名称 №１０１４ 杉並区立杉並和泉学園

申請概要

地図を活用する授業等
　　中学2年生社会科地理分野　身近な地域の調査
　　　○地形図の使い方を理解する。（1時間）
　　　・実際の地形図の大きさを体感する。
　　　・地形図から地図記号を書き出す。
　　　・学校から好きな地点までを定規で測り、実際の距離を求める。
　　　○地形図を比較して土地の特徴をつかむ。（1時間）
　　　・二枚の地形図を見比べて違いを体感する。
　　　・同じ地図記号に色を塗り、比較して土地利用の違いをつかむ。
　　　・等高線の見方を理解する。

支援内容
(地図)

1/2.5万地形図　「東京西南部」「菅平」（各18枚）　計36枚

10

団体の名称 №２００１　地理教育フォーラム

申請概要

地理総合オンラインセミナー
2022年度から高等学校で必修化された「地理総合」の授業支援の一貫として、地理教育フォー
ラムでは「地理総合オンラインセミナー」を2022年３月からオンラインによる連続セミナーを
開催している。
①【講師謝金】2024年に開催する全６回の「地理総合オンラインセミナー」のうち、３回
（9/28、11/30、
　　1/25）のプログラム内で行うアクティビティの講師に支払う謝金の支援。
　【通信費】講師謝金支払いにかかる領収書の送付と返信にかかる交通費

支援内容
(資金)

50,775円

11

団体の名称 №３００１　札幌市教育地図研究会

申請概要

市内の児童生徒による社会科・生活科の学習や環境学習をはじめとした総合的な学習の時間等の場
として、児童生徒の日常の学習への意欲を高め、さらには自発的で積極的な意思による研究活動の交
流の場となることを願って開催される地図作品展、「第４５回札幌市児童生徒社会研究作品展」の運
営資金。

支援内容
(資金)

100,000円

12

団体の名称 №３００２ 環境地図教育研究会

申請概要
小・中・高校の児童生徒を対象に、身のまわりの環境について関心を持ったこと考えたこと調査し

たことを地図にすることを通して、地図や環境に対する関心を深めてもらうために開催される地図作
品展、「第３４回私たちの身のまわりの環境地図作品展」の運営資金。

支援内容
(資金)

100,000円



２０２４年度　研究活動等支援申請調書　
 (支援が決定した団体のうち５万円を越える申請があった団体ならびに地形図支援を申請した団体)

13

団体の名称 №３００４　いばらき児童生徒地図研究会

申請概要
茨城県の小・中学生の身のまわりの環境や地域の姿を自ら観察、調査し、それらを地図として表現

することにより、環境や地図さらには地域に対する関心を深めることを目的とする地図作品展、「第
２５回いばらき児童生徒地図作品展」にかかる経費。

支援内容
(資金)

100,000円

14

団体の名称 №３００５　多摩市

申請概要 　｢第２８回多摩市身のまわりの環境地図作品展｣の運営資金。

支援内容
(資金)

100,000円

15

団体の名称 №３００６　とやま地図作品研究会

申請概要
富山県内の小・中学生が身のまわりの環境や地域の姿を自ら観察、調査し、それらを地図として表

現することにより、環境や地図さらには地域に対する関心を深めるために行う作品展。「第１８回児
童生徒地図作品展」の実施に必要な資金。

支援内容
(資金)

55,000円

16

団体の名称 №３００７　岐阜県図書館

申請概要
児童生徒の自主的な研究活動を奨励し、地図に関する興味や関心、活用能力を高めることを願って

開催される地図作品展、「第３０回児童生徒地図作品展」の実施に必要な資金。

支援内容
(資金)

100,000円

17

団体の名称 №３０１２　徳島地理学会

申請概要
徳島県内の小・中・高の児童生徒が作成した地図類を募集し、優秀な作品を展示して、地理教育・

地図教育の発展を図ることを目的に開催されている地図作品展、「第３２回児童・生徒の地図作品
展」にかかる経費。

支援内容
(資金)

90,000円

18

団体の名称 №３０１３　全国児童生徒地図作品展連絡協議会

申請概要

全国児童生徒地図優秀作品展は全国の運営団体が各地で開催した地図作品展の中から優秀作品を展
示紹介するもので、優秀作品の中から特に優れた作品２点を対象として｢国土交通大臣賞｣、｢文部科
学大臣賞｣の大臣表彰式を行う。その表彰式において、受賞者が大臣にプレゼンをするために必要な
資金。

支援内容
(資金)

74,620円

19

団体の名称 №５００４　日本地図学会

申請概要

日本地図学会は地図学の発達・普及を促進するため、地図学の理論・地図の編集・印刷などの技術
向上に資するとともに、地図学発達史、読図・利用・教育などの各分野の発達に寄与することを目的
として、研究会の開催、講演会の開催などを行っている。これらの行事の費用の一部に充てるための
･年会費、・定期大会への協賛金、・地図の教育、普及に熱心な小、中、高の教員等を表彰するため
の副賞費にあてる費用。

支援内容
(会費)

170,000円

20

団体の名称 №５００５　公益社団法人　日本地理学会

申請概要
日本地理学会は、地理学の進歩・普及を図ることを目的として設立された団体であり、地理学に関

する研究･調査･機関誌その他図書の発行、研究会、講演会等の開催を行っており、それらの活動の一
部費用として、年会費。

支援内容
(会費)

60,000円

21

団体の名称 №５００６　一般社団法人　日本リモートセンシング学会

申請概要

（一社）日本リモートセンシング学会は、リモートセンシングに関する研究の連絡･提携を図り、 学
問･技術の発展･普及に寄与することを目的として設立され、学会誌の発行、各種研究会や講演会を開
催して学問の普及に勤め、会員相互の親睦･連絡を図っている団体である。それらの活動の一部費用
として、年会費。

支援内容
(会費)

70,000円



２０２４年度　研究活動等支援申請調書　
 (支援が決定した団体のうち５万円を越える申請があった団体ならびに地形図支援を申請した団体)

22

団体の名称 №５００８　日本測地学会

申請概要

日本測地学会は測地学およびその関連分野の研究の発展を図るため、•講演会の開催、•「測地学会
誌」の刊行、•若手研究者の奨励のための日本測地学会賞坪井賞の授与 •最新の測地学の成果を一般
の人たちに知らせるための公開講座の開催 •測地学に興味を持つ学生のためのサマースクールの開
催、・関連する学会と連携して、シンポジウムや合同講演会の開催などの活動を行なっている団体。
その賛助会員費。

支援内容
(会費)

80,000円

23

団体の名称 №５０１０　一般社団法人　地理情報システム学会

申請概要

地理情報システム学会は、地理情報システム(GIS)の研究と普及を行い、GISに関する研究者、実務
者等の研究の発展を推進し、学術及び科学技術の振興、発展に寄与することを目的としている。その
活動の資金となる ・年会費、・2023年度初等中等教育におけるGISを活用した授業に係る優良事例
表彰「日本地図センター賞」の表彰。

支援内容
(資金・会費)

100,000円

24

団体の名称 №５０１３　国際地理オリンピック

申請概要

国際地理オリンピックは、世界の高校生が地理の知識や技能を競う大会で、地理学の振興と地理教育
の促進、および青少年の相互理解を図る目的でIGU(国際地理学連合）地理オリンピック委員会の下で
スタートした。
2024 年 8 月 19～24 日開催の「第20回国際地理オリンピック・ダブリン大会」に派遣する４名の代
表選手の交通費の一部を支援

支援内容
(会費)

80,000円

25

団体の名称 №５０１５　地理教育研究会

申請概要
地理教育研究会は、学校の地理教育に携わる教員のほか、大学生や一般の方の参加もある学術研究

団体。学術大会運営の費用。

支援内容
(会費)

100,000円

26

団体の名称 №５０１７　宮城県社会科教育研究会地理部会

申請概要
宮城県高等学校社会科教育研究会地理部会発行の、地域教材の「宮城の地誌」（2001年）、「宮城の
地誌（改訂版）」（2012年）、「宮城の地誌（増補版）」（2015年）に続く「宮城の地誌―2021―
～復興１０年～」の印刷代の一部を支援

支援内容
(会費)

100,000円
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